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盻 山田孝雄（1936）p 907−p 924「第四十三章句」
眈 尾上圭介（1986）、大鹿薫久（1988）（1989）、安達太郎（2002）の感動文
（感嘆文）について示しておく。
















眇 山田孝雄（1936）p 924−p 936「第四十四章句の類別」












野なな恵『Papa told me 21巻』集英社／『石』…三浦綾子『石の森』集英社文庫
／『ごく』…森本梢子『ごくせん 5巻』集英社／『ママ』…森本梢子『わたしがマ
マよ〈完全版〉』集英社／『ベビー』…大和和紀『ベビーシッター・ギン』講談社
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